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鎧堰堤

写真等

滋賀県砂防課

砂防 ダム

【構造・材質】鎧型割石堰堤、両翼土堰堤
【設計・施工】田邊義三郎
直高6.8ｍ、天端幅4ｍ（内石張幅2.1）、堤長9ｍ

大津市

～滋賀の砂防土木遺産を訪ねてみよう～
2017年10月16日発行　滋賀県河港・砂防協会　滋賀県土木交通部砂防課

滋賀県砂防課ＨＰ　　　　http://www.pref.shiga.lg.jp/h/sabo/07_enka/

明治中期 明治22年竣工

田邊義三郎（技師、設計者）

鎧堰堤は田邊義三郎内務技師による階段状の鎧型で、割石はごぼう積み、貯砂量も
圧倒的に多く天神川流域では特異な存在である。オランダ堰堤と同様明治22年に完
成し、110年間も立派に役割を果たしている瀬田川砂防を代表する堰堤である（滋賀
県教育委員会（2000）滋賀県の近代化遺産：滋賀県近代化遺産（建造物等）総合調査
報告書より）。

大正期の様子

平成29年6月

～滋賀の砂防土木遺産を訪ねてみよう～より


